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今月号のここがポイント！

今月号は，バイオ関連の解説 3 編と有機合成にかかわる話題提供を掲載しました。

◎ 1 題目は，呈味増強機能性食用油脂の開発経緯や，機能メカニズムの推定に関す

るものです。本開発品は，ビタミン C を分散させた油脂であり，日常の食生活へ

無理なく利用でき，結果的に減塩等を達成できるという特長を有しています。

◎ 2 題目は，発酵に利用されている酵母を起源とする乳化糖タンパク質の研究に関

するものです。乳化力が強く安定なエマルジョンを形成し毒性が少ない高分子乳

化剤としての特長があり，食品等への利用が期待されるものです。

◎ 3 題目は，天然物成分による花粉症などのアレルギー疾患抑制メカニズムに関す

るものです。苦参，阿波晩茶，レンコンに含まれる成分が，異常な遺伝子発現を

抑制する機能があり，それらの作用機序について解説して頂いております。

◎会員ひろばでは，スガイ化学工業株式会社より超高屈折率樹脂用モノマーである

ジナフトチオフェンの様々な誘導体について，開発の経緯などを含めて紹介頂い

ております。

いずれも原材料に関係する興味深い話題を紹介頂いております。是非ご一読下さい。
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